
スポーツ文化局　令和５年度　局運営方針

１．主な現状と課題

（１）スポーツ実施率の向上

（２）スポーツ環境の整備

　少子高齢化の進行、価値観の変容と多様化、地域のつながりの希薄化、国際化
の進展等、本市を取り巻く環境が急激に変化し、多くの課題を抱える現代社会に
おいては、市民の健康増進や生きがいづくりに貢献し、地域に深い絆を形成する
ことにも寄与するスポーツと文化芸術の果たす役割は非常に重要なものとなって
います。
　また、長期間にわたり続いてきた新型コロナウイルス感染症の影響により、心
身の健康を維持するスポーツや文化芸術の意義が再認識され、市民がスポーツや
文化芸術に親しむ機会が増えることを通じて、生活にゆとりと潤いをもたらし、
地域に活力を生み出すことが求められています。
　こうした背景のもと、市民がスポーツや文化芸術に親しむための施設の充実
や、地域のスポーツ・文化芸術資源を活用すること等による機会の充実を図るな
ど、スポーツや文化芸術の振興に向けて、各種施策を推進する必要があります。
　さらに、「さいたま国際芸術祭２０２３」をはじめ、シンボリックな大会やイ
ベントを開催すること等により、国内外に向けて市の魅力を発信し、地域経済の
活性化にも寄与することで、スポーツや文化芸術を活用した健康で心豊かな活力
あるまちづくりを推進する必要があります。

　多目的広場の整備や体育館の老朽化
に伴う予防保全工事、将来を見据えた
計画的なスポーツ施設の整備・改修等
を行うことで、市民が身近な場所でス
ポーツを「する」環境を整備する必要
があります。
  また、「さいたまスポーツシュー
レ」の活用、次世代型スポーツ施設の
整備に向けた取組により、スポーツ関
連イベント等の積極的な誘致等を図
り、スポーツを「みる」環境を充実さ
せる必要があります。

　市民（成人）の週1回以上のスポー
ツ実施率は、概ね上昇基調を維持して
おり、比較的高水準にあります。
　この傾向を維持、拡大するために、
スポーツ環境の整備とともに、市民参
加型のスポーツイベントや教室等の開
催支援や、アーバンスポーツの普及を
図ることで、引き続き、市民の自発的
なスポーツ参加を促す必要があります。
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（３）「スポーツのまち　さいたま」の実現

（４）文化芸術都市の創造

（５）人形文化の振興

　本市の魅力ある資源である人形を活用
し、人形文化の振興を図るとともに、観
光振興等にも寄与するため、人形文化の
拠点施設である岩槻人形博物館について、
管理運営の充実を図る必要があります。

　「第２期さいたま市スポーツ振興まち
づくり計画」に基づき、スポーツ振興ま
ちづくりの具体的な施策について、総合
的かつ計画的に推進する必要があります。
　また、子どもから大人まで、初心者か
ら上級者まで、多くの市民が楽しめるラ
ンニングイベントの開催や、「ツール・
ド・フランス」の名を冠したレースの開
催支援を行うことで、スポーツの振興は
もとより、地域経済の活性化を図る必要
があります。
　さらに、「（一社）さいたまスポーツ
コミッション」の活動を支援することに
より、多様なスポーツ機会を創出し、市
の魅力を発信するとともに、地域の活力
を生み出していく必要があります。

　「生き生きと心豊かに暮らせる文化芸
術都市」を創造するために、「文化芸術
都市創造計画」に基づく各種施策を総合
的かつ計画的に実施するとともに、アー
ツカウンシルの運営など、推進体制を強
化する必要があります。
　また、「さいたま国際芸術祭２０２３」
を開催するため、各種プロジェクトの準
備及び広報活動等を進める必要がありま
す。
　さらに、市民の多様化する文化芸術活
動を支えるため、（仮称）市民会館うら
わ等の文化芸術創造拠点の整備を進める
必要があります。

【ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム】

【さいたまランフェス2022-23】

【さいたま国際芸術祭２０２３】

【岩槻人形博物館】

-36-



（６）盆栽文化の振興

　本市の魅力ある資源である盆栽を活用
し、盆栽文化の振興を図るとともに、観
光振興等にも寄与するため、盆栽文化の
拠点施設である大宮盆栽美術館について、
さいたま国際盆栽アカデミー事業をはじ
めとし、管理運営の充実を図る必要があ
ります。
　また、令和7年度に迎える大宮盆栽村
100周年に向けて、記念事業の企画及び
盆栽村振興に係る各種施策の進行管理を
行う必要があります。

【大宮盆栽美術館】
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２．基本方針・区分別主要事業

（１）スポーツ実施率の向上

*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

1 総振 4,150 84,150 Ⅱ-100
(4,150) (84,150)

〔スポーツ振興課〕

2 総振 10,401 10,402 Ⅱ-103

(10,401) (10,402)

〔スポーツ振興課〕

3 総振 アーバンスポーツの活性化 11,605 14,721 Ⅱ-104

〔スポーツ政策室〕 (11,605) (14,721)

（２）スポーツ環境の整備

*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

4 総振 多目的広場等整備事業 54,231 29,369 Ⅱ-101

〔スポーツ振興課〕 (5,431) (7,469)

5 新規 43,885 0 Ⅱ-101
(43,885) (0)

〔スポーツ振興課〕

6 総振 体育館等管理運営事業 12,271 10,373 Ⅱ-102

〔スポーツ振興課〕 (4,071) (10,373)

7 拡大 22,671 18,230 Ⅱ-104
(22,671) (18,230)

〔スポーツ政策室〕

八王子スポーツ施設夜間照
明設備ＬＥＤ化事業

高齢者や障害がある方等の利便性を向上させる
ための施設のバリアフリー化や、温室効果ガス
削減と省電力化を図るための施設内照明のＬＥ
Ｄ化を実施します。

　スポーツや文化芸術に親しむ環境を整備することや、地域のスポーツ・文化芸術資源を活用すること等
により、市民がスポーツや文化芸術に親しむ機会を増やすとともに、シンボリックな大会やイベントの開
催を通じて、都市としての魅力を高め、地域経済の活性化にも取り組むことにより、健康で活力ある「ス
ポーツのまち　さいたま」の実現と、「生き生きと心豊かに暮らせる文化芸術都市」の創造を目指しま
す。

市民のスポーツへの興味・関心を高め、継続的
なスポーツ活動へとつなげる取組として、子ど
ものスポーツ能力測定会・大人の体力測定会を
開催します。

サッカーを核としたスポーツのまちづくりを推
進するため、「さいたまサッカーフェスタ」を
開催するとともに、女子サッカーの普及・発展
を図る取組を実施します。

国内で競技人口が増えているアーバンスポーツ
を楽しむ環境の整備に向けて、公民連携組織を
支援するとともに、初心者や親子向けの体験機
会を提供します。

サッカーのまちづくりの推
進

子どものスポーツ能力測定
会・大人の体力測定会の開
催

市民が身近な場所でスポーツを気軽に楽しむこ
とができる環境を確保するため、市の未利用地
等を暫定的に活用した多目的広場を整備しま
す。

既存夜間照明設備をＬＥＤ化し、施設利用者の
利便性向上や温室効果ガスの削減、省電力化を
図ります。

ＪＣＨＯさいたま北部医療センター跡地に、民
間事業者が主体となって整備するスポーツ施設
と公民館・児童センター等からなる複合施設
を、公民連携により整備します。

ＪＣＨＯさいたま北部医療
センター跡地利活用の推進

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

8 総振 18,378 44,298 Ⅱ-106

(18,378) (37,341)

〔スポーツ政策室〕

9 拡大 5,891 39,999 Ⅱ-106
総振 (5,891) (39,999)

〔スポーツ政策室〕

（３）「スポーツのまち　さいたま」の実現

*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

10 総振 190,266 190,269 Ⅱ-105
(190,266) (190,269)

〔スポーツ政策室〕

11 拡大 ランニングイベントの開催 305,687 85,715 Ⅱ-106
総振 〔スポーツイベント課〕 (205,687) (85,715)

12 総振 190,628 200,846 Ⅱ-107
(190,628) (200,846)

〔スポーツイベント課〕

（４）文化芸術都市の創造

*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

13 拡大 伝統文化推進事業 22,596 815 Ⅱ-95

〔文化振興課〕 (0) (815)

14 拡大 アーツカウンシル運営事業 90,393 47,953 Ⅱ-96
総振 〔文化政策室〕 (83,259) (29,482)

15 拡大 453,582 48,951 Ⅱ-96
総振 (411,942) (45,174)

〔文化政策室〕

さいたまスポーツコミッ
ションの支援

国際自転車競技大会開催支
援事業

次世代型スポーツ施設の整
備

魅力ある文化資源を活用し、「さいたま文化」
を発信するとともに、市民等が文化芸術に触
れ、多様な交流機会を創出するため、「さいた
ま国際芸術祭２０２３」を開催します。

デジタル技術を活用し、メインアリーナ・サブ
アリーナ等からなる次世代型スポーツ施設を与
野中央公園に整備するため、整備事業者の公募
等を実施します。

令和4年9月に締結した「さいたま市と松竹株式
会社との文化芸術都市の創造に関する連携基本
協定書」に基づき、歌舞伎公演等を実施しま
す。

市民のスポーツに対する意欲・関心を高め、多
くの市民が楽しめるフルマラソンを含むランニ
ングイベントを開催します。

自転車を活用したまちづくりのシンボルとなる
国際自転車競技大会「ツール・ド・フランスさ
いたまクリテリウム」の開催を支援します。

（一社）さいたまスポーツコミッションが行う
各種スポーツ大会等の誘致や自主企画のイベン
ト事業、スポーツを核とする民間力を活用した
複合的な事業の実施を支援します。

専門人材による調査研究、芸術活動支援及び文
化発信プロジェクトなどの象徴的事業を実施す
るアーツカウンシルを運営し、文化芸術推進体
制を強化します。

市民参加型の特色のある国
際芸術祭の開催

持続可能で幅広いスポーツ振興を図るため、Ｉ
ＣＴ等の先端的な知見を活用したスポーツ人材
の育成やスポーツ機会を提供します。

「さいたまスポーツシュー
レ」の活用推進

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

16 新規 5,780,718 0 Ⅱ-96
総振 (18) (0)

〔文化振興課〕

17 総振 2,846 5,147 Ⅱ-99
(2,846) (5,147)

〔文化政策室〕

（５）人形文化の振興

*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

18 総振 138,421 115,292 Ⅱ-99
(112,052) (89,204)

〔岩槻人形博物館〕

（６）盆栽文化の振興

*( )内は一般財源 （単位:千円）

№ 区分 事業名 令和5年度 令和4年度 説明
概要掲載
ページ

19 新規 大宮盆栽振興事業 2,811 0 Ⅱ-96
総振 〔文化政策室〕 (2,811) (0)

20 総振 86,926 95,966 Ⅱ-100
(60,782) (69,555)

〔大宮盆栽美術館〕

美術館等文化芸術創造拠点
整備事業

美術館等文化芸術創造拠点に関する他の事例等
を調査しつつ、基本構想の策定に向けた検討を
行います。

文化芸術創造拠点（市民会
館うらわ新施設）の構築

令和7年度に迎える大宮盆栽村100周年に向け
て、記念事業の企画及び盆栽村振興に係る各種
施策の進行管理を行います。

未来に向けた盆栽文化の継
承・発展

本市の魅力ある資源である盆栽を活用し、盆栽
文化の振興を図るとともに、観光振興等にも寄
与するため、展示や講座等を実施します。

多様化するニーズに応え、文化芸術活動の中心
拠点を構築するため、浦和駅西口南高砂地区第
一種市街地再開発事業で整備する複合ビルに市
民会館うらわを機能移転します。

岩槻人形博物館を拠点とし
た人形文化の振興・発信

本市の魅力ある資源である人形を活用し、人形
文化の振興を図るとともに、観光振興等にも寄
与するため、展示や講座等を実施します。

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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３．見直し事業一覧
（単位：千円）

課名 見直し事業名 見直しの理由及び内容
コスト
削減額

スポーツ振興
課

ラグビー体験教室の廃
止

事業目的を踏まえた実施内容の見直しにより、予算計
上を廃止する。

△ 231

スポーツ政策
室

地域スポーツ活性化事
業の見直し

熱中症対策等による開催回数の見直しにより、予算額
を縮小する。

△ 607

スポーツイベ
ント課

国際自転車競技大会開
催補助金の見直し

協賛企業や新規事業収入の獲得による収入確保のた
め、予算額を縮小する。

△ 5,000

文化振興課
伝統文化推進事業の印
刷製本費の廃止

チラシ作成に係る印刷製本費について、周知方法等の
見直しにより、予算計上を廃止する。

△ 58
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